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VHF広帯域干渉計による多地点落雷の放電路進展様相
Cloud-to-ground flashes with multiple strokes observed by Broadband Digital Interferometer
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かつて複数の雷撃が同じ放電路を通って起こる多重落雷と考えられていた現象の中に、僅かの時間間隔で別の
地点に落雷する多地点落雷が存在することが確認されている。多地点落雷は、送電線の雷故障現象を複雑化
し、故障点発見や故障解析を困難なものとする。本稿では、その性状や発生過程を明らかにすることを目的と
して、岐阜県東濃地方において筆者らが行っている雷観測のうち、平成26年度の夏季に干渉計により放電路が
良好に可視化され、同時に LLS（Lightning Location System） によるデータ取得に成功した多重または多地
点落雷の放電路解析を行う。ここで、本稿における「多地点落雷」は、一連の雷放電内で、雷撃点が先行する
雷撃と異なる後続雷撃を含む雷放電現象を指す。 
干渉計、LLSで同時に観測された多重または多地点落雷は13例で、そのうち6例が多重落雷、2例が多地点落
雷、5例が多重落雷と多地点落雷の両方の性質を含むものであった。ここから得られた注目すべき特徴は以下の
通りである。 
・リーダが枝分かれして進展し、その一方が大地に至った雷撃の数十ms後、先行するリーダのうち雷撃に至ら
なかった放電路をダートリーダが進展し、さらにその続きをステップトリーダが新たに進展して大地に至る多
地点落雷が確認された。 
・多地点落雷のあとの後続雷撃が一つ前の放電路を通らずもう一つ前の雷撃路を通る落雷があることが確認さ
れた。 
・先行するステップトリーダと同じ放電路を通り同じ地点に落雷するが、一部新たな放電路を進展するダート
リーダがあることが確認された。 
・4地点に及ぶ雷撃が観測された。 
・多重落雷か多地点落雷かは、雷撃時間差のみに因るものではない。
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